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緒   言 

 

2004 年 12 月 26 日、過去 40 年で世界最大の地震がスマトラ島沖にて発生し、それに

よって引き起こされたきわめて破壊的な津波がインド洋沿岸諸国を襲った。スリラン

カは死者 3 万人以上、避難民約 50 万人とインドネシアに続いてもっとも大きな被害

を記録した。 

災害が引き起こす健康問題を記述し、その影響を最も受けやすい災害弱者を同定す

ることはより効果的な援助活動を実施するためにきわめて重要である。1970 年以降、

この目的のために疫学的方法論が災害時にも応用されてきた。災害疫学と呼ばれるこ

の比較的新しい領域は徐々に確立され、世界中さまざまな災害における研究が報告さ

れつつある。しかしながら津波に関する疫学研究はこれまでほとんどなく、その健康

被害の特徴は明らかにされていない。 

本研究では 2004 年インド洋津波によって被災した避難民を調査対象とし、津波に

よる死亡率とその危険因子を記述同定した。 

 

 

対象と方法 

 

スリランカ東海岸沿いに位置するアンパラ県において、13 の津波被災民キャンプに滞

在する避難住民を対象に世帯断面調査を実施した。対象世帯主に対して質問紙を用い

た半構成聞き取り調査を実施し、津波被災前の家族構成に関する情報と津波被災日か



ら調査時点までの約11週間における死者・行方不明者の発生状況について記録した。 

記述疫学的方法にて死亡例の分布を明らかにした後、後ろ向きコホート解析により

関連する危険因子を同定した。多変量解析にはロジスティック回帰分析および一般化

推定方程式を用いた。 

 

 

結   果 

 

調査対象となった 859 世帯、3533 名における死亡率は 12.9%（死亡 446 名・行方不明

11 名）であった。死者・行方不明者は津波発生後 3 日目までの間に集中しており、7

日目以降約 10 週間の調査対象期間を通じて皆無であった。 

津波関連死亡に関する危険因子としては子供と老人とくに 10 歳未満の子どもに非

常に高い死亡率が観察された（20 代の死亡率 7.4%に対して、5 才未満 31.8%、5～9

才 23.7% 、50 代 15.3%と高死亡率、p<0.001）。女性は全年齢にわたって男性よりも高

い死亡率を示し（男性 8.2%に対し女性 17.5%、p<0.001）、とくに中年世代においてそ

の差は著しかった。 

そのほかの危険因子としては、被災時に屋内にいたこと（屋外での死亡率 5.9%に対

して屋内 13.8%、p<0.001)、家屋の倒壊状況（倒壊度の低い順に死亡率 4.6%、5.5%、

14.2%と上昇、p<0.001）、漁業を主な生業とする世帯（他の職業 11.2% に対して漁業

15.4%、p<0.001）などが同定された。多変量解析による交絡因子の調整後、さらに一

般化推定方程式による世帯内クラスター効果の調整後にも同様の所見が維持された。 

 

 

考   察 

 

調査対象とされたスリランカ東部津波被災民においては、被災直後にほとんどの死亡

が発生している一方で、世界保健機関（WHO）によって警告された感染症などによる

さらなる犠牲者の増加は観察されなかった。 

津波死亡の危険因子としては、女性、子ども、高齢者において特に高い死亡率が観

察された。同様な所見は過去のいくつかの地震災害における死亡率調査によって報告

されているが、子どもの死亡率の高さは本調査に際立っている。また過去の洪水災害

における死亡率の報告では男性が高危険群であるとの報告が多い。こうした個々の災

害における高危険群の違いは、より効果的な災害対策活動を実施するために災害疫学

が提供できる重要な情報の一例を示すものである。 

津波死亡の偏った分布は地域における社会構造の変化につながり、今後の復興援助

においても十分に考慮されるべきことである。本調査によって観察された中年世代の

女性の喪失は子どもや家族のケアに重大な影響をもたらしうるといった懸念が国際

社会からも表明されており、生存した子どもの健康問題とくに栄養障害や心理的問題

に対して継続的な注意と援助が必要と考えられる。 
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